
学校番号 ２０２ 

平成 31 年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ⅱ(選択) 単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書 新版「数学Ⅱ」 新訂版 （実教出版） 

副教材等 はぎとり式練習ドリル 数学Ⅱ 基本から標準編 （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返ってよ

りよい解決を考える」といった一連の過程で、自分の考えを発表したり、議論したりする活動を行い

ます。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みましょ

う。 

・休まないように 

 

２ 学習の到達目標 

図形と方程式の関係およびいろいろな関数について理解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を目

指し、さまざまな事柄を数学的に考察し、処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用する姿勢

を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

いろいろな式、図形と

方程式、三角関数、指

数・対数、微分・積分

の考え方に関心をもつ

とともに、数学のよさ

を認識し、それらを事

象の考察に活用しよう

とする。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過

程を振り返り多面的・

発展的に考えたりする

ことなどを通して、い

ろいろな式、図形と方

程式、三角関数、指数・

対数、微分・積分にお

ける数学的な見方や考

え方を身に付けてい

る。 

いろいろな式、図形と

方程式、三角関数、指

数・対数、微分・積分

において、事象を数学

的に表現・処理する仕

方や推論の方法など

の技能を身に付けて

いる。 

 

 

いろいろな式、図形と

方程式、三角関数、指

数・対数、微分・積分

における基本的な概

念、原理・法則などを

体系的に理解し、知識

を身に付けている。 

 

評
価
方
法 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c D 

１
学
期 

い
ろ
い
ろ
な
式 

 

いろいろな式の計算 

 

 

○ ○ ○ ○ a:数の体系を実数から複素数
へと拡張する過程や複素数
と方程式の計算に関心をも
ち、それらを数の考察に活用
しようとしている。 

b:数を複素数へと拡張してき
た過程や複素数と方程式の
計算について考察すること
ができる。 

c:簡単な複素数といろいろな
方程式についての計算がで
きる。 

d:数の世界を複素数まで拡張

することの意義や図を用いて

複素数を理解している。 

 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 
複素数と方程式 ○ ○ ○ ○ 

等式と不等式の証明 ○ ○ ○ ○ 

図
形
と
方
程
式 

 

点と直線 ○ ○ ○ ○ a:平面上の図形の性質とその
グラフについて関心をもち、
それらを図形と方程式の考
察に活用しようとしている。 

b:平面上の図形の式とグラフ
を関係付けて考察すること
ができる。 

c:直線や円の性質を考察でき、
それらの方程式と不等式の
計算をすることができる。 

d:直線や円の式やグラフの特
徴、方程式と不等式の意味に
ついて理解している。 

 

円 ○ ○ ○ ○ 

軌跡と領域 ○ ○ ○ ○ 

２
学
期 

三
角
関
数 

三角関数 ○ ○ ○ ○ a:具体的な事象の考察に三角
関数を活用しようとしてい
る。 

b:三角関数の計算を行う過程
を考察することができる。 

c:三角比からさらに発展した
三角関数について理解し、さ
まざまな三角関数の計算を
することができる。加法定理
を用いた計算をすることが
できる。 

d:三角関数の性質について理

解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 
加法定理 ○ ○ ○ ○ 

指
数
・対
数 

指数関数 ○ ○ ○ ○ a:具体的な事象の考察に指
数・対数を活用しようとして
いる。 

b:指数・対数の計算を行う過程
を考察することができる。 



対数関数 ○ ○ ○ ○ c:大きな数と小さな数の計算
を扱うのに指数・対数が威力
をもつことについて理解し、
また、指数・対数の計算をす
ることができる。 

d:指数と対数の性質について

理解している。 

３
学
期 

微
分
・積
分 

微分法 ○ ○ ○ ○ a:具体的な事象の考察に微分
法と積分法を活用しようと
している。 

b:微分と積分の計算を行う過
程を考察することができる。 

c:微分法と積分法について理
解し、さまざまな関数に用い
て微分と積分の計算をする
ことができる。さらに、いろ
いろな曲線で囲まれた図形
の面積を求めることができ
る。 

d:微分と積分の性質について

理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 
微分法の応用 ○ ○ ○ ○ 

積分法 ○ ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


